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 歯列の前後的対向関係がどのような関係であっても差異はなかった。また,PCPにおけるAIは,左右側歯列
 で前後的対向関係が異なる場合にiCPのA工に比較して有意差を認めたが,左右側で前後的対向関係が同一の
 場合は差異を認めなかった。
 本研究の結果より,顎目腔系に機能異常を認めない天然歯列者において,咬合接触面積の前後的分布は,上
 下顎歯列の前後的対面関係によらず総じて同じパターンを示すこと,また左右的均衡も左右側で前後的対内関
 係が同一である場合には,ほぼ一定することが推察された。
審査結果要旨
 歯科診療における咬合診断の重要性は指摘するまでもなく明らかだが,それにも拘らず咬合診断の科学的根
 拠は十分確立されているとはいい難い。咬合の正否の判断に際して基準にすべき咬合の正常像が,その異常像
 とともに,未だ未解明であることは,その理由のひとつである。これまで知られる咬合の正常像は,そのほと
 んどが1級の臼歯関係を具えた正常咬合者について明らかにされたものでありしたがって正常な機能を営む看
 であれば臼歯関係の女臼何に関わらず適応可能な像とは断じがたい。つまり王級以外の患者への応用可能性には
 疑問が残るのである。
 本研究では,齲蝕による明瞭な歯質欠損がない健常な歯列を具え,顎口腔機能に異常を認めず,しかし田歯
 関係が1級ではない有歯顎者を被験者に選び,これを同様の条件を満たす王級の有歯顎者と比較することで,
 緯歯関係の相違が正常機能を営む有歯顎者の咬合像に及ぼす影響を萌らかにしょうと試みている。この試みが,
 上述した現状を適確に認識したうえで,その問題を解決するべく行われたことは,選ばれた咬合の評癒パラメー
 タが,咬合接触点数や面積,その左右的対称性など,一般臨床における診査パラメータと共通することからも
 明らかである。
 また,咬合評価の対象に選ばれた下顎位が,咬頭嵌合位とともに,生理的中心位と名付けられた下顎位,す
 なわち曝露筋筋電図のバイオフィードバック法を驚いて閉口筋活動が可及的に抑制されたタッピング運動の終
 末位についても行われていることも,適切な選択であった。咬合接触像が咬合位とともに咬合力によって変化
 することは広く知られており,一方,閉断こ向かう筋力を抑制しながら再現性に優れ,偏りのない下顎位を記
 録する方法も,本研究に選ばれた方法を措いて知られていないからである。被験者の選出基準や評価項欝の測
 定方法の信頼性にも,細心の注意が払われている。
 本研究の特筆すべき成果は,臼歯関係の相違に依らず,正常機能を営む有歯顎者に共通する特徴像を見撮し
 たことにある。それは,各歯種の咬合接触面積をその総秘こ対する比によって表現して得られた咬合接触面積
 の歯列上分布であった。その像は工,豆,難級の有歯顎者に共通に,咬合診査の基準や咬合治療の欝標として
 活摺できるもので,従前報告されてきた同様の成果を凌ぐ意義を認めることができる。
 以上,本研究は適確な着眼に基づき,適切に選択された方法を用いて,着実に初期の目標を達成したもので
 あり,しかもその成果は今日の歯科臨床に有期な示唆を与えるものとして高く評価できる。よって,博士(歯
 学)の学位授与に値すると判定する。
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